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A Short Papα on Burns (Part 2)
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Tbis is a continuation of previously issued paper that ended at 2nd chapter. In this part of the

paper, three chapters- `prosody'. `Subject Matters'and `Conclusion'- are contained. In 3rd chapter,

it is
pointed out concerning the peculiarities of Burns' prosody that it has an excessive variety

and it is a mixture of the old and the new, the rustic and the refined. In the next chapter, Burns'

emotionalism, intercourse
with

Nature, mysticism, sympathy to the oppressed and antipathy to the

oppressors are analysed as the main subjects always shown in his poems. Ip the last chapter, that

distinctive qualities of Bnrns'poems which have been examined in this paper are totally discussed

in relation to the social milieu from which Burns came into existance. After whole realities of 18tb

century English society are considered, it is
concluded that Burns'work concretely embodied the

general mentality most prevailing throughout Scotland, Britain and Europe of the age･

§ 3 詩 型

バーンズの詩型の豊富さについて,あらためて語る必

要はない｡イングランドとスコットランドの,古今にわ

たるあの多様な詩型は,バーンズが｢韻律のむつかしき

を楽しんで,それを克服することにかかりきっていた｣

(1)かのごとくにみえるし,また｢ついには,メ-ソズが

試みなかった,あるいは試みようとしなかっT=韻律はな

くなってしまっT:｣(9)ほどであったのだから｡

玉石混清ともいうべき,あの幾種類もの詩型のsource

が現在ではほとんど完全に突き止められて,それがバー

ンズにたいするplagiarismの批難を生んでいるように

みえるが,いまさらその問題で,バーンズを批判した

り,擁護したりしてみても,はじまらないにちがいな

い｡たしかにバーンズは,あれらのprosody を,その

オ1)Lyナルからではなくて,新しいScottish Revival

の詩人たちから学んだ- =Cotter's Saturday Night"

のspenserian stanzaをSpenser からではなくて

Beatieから, `■Tbe Jolly I∋eggars"の冒頭を飾る,お

気に入りの"Cherrie and Slae〃
stanzaを,古代詩か

らではなくてMontogomerieから,という具合に｡

古いもの,新しいもの,伝統的なもの,地方的なも

の,一無拘束ともみえるprosodyの自在な使用を可能

ならしめたものが,案外, Massonの=Collection of

Prose and Verse〃や=Tbe Lark; a collection of

Scottish and English Songs〃,さらに当時｢かごに入

れて売り歩かれ 街の屋台に並べられる｣(3)ほどよく読

まれた=Excellent NewSongs''などから得られたもの

であったとしても,それはそれでかまわない｡要するに

これは, Scottish Revival運動の成熟一首くから伝わ

るスコットランド的なものを,なんとかしてイングラン

ド的なものに同化きせようとする指向が,ようやくその

終局を迎えT:ということを意味しているにすぎない,メ

-ソズがキルマ-ノック版を出したとき,つまり1786年

に至って,それは,初めてScotcb Poemであることを

止めて,地方色豊かなイギリスの詩に昇化し得たのであ

る｡

バ-ソズは, RamsayやFergussonを手本にする

のと全く同じ態度でSpenser, shakespeare, Milton,

Pope等の詩を modelにして詩をかくことができた｡

だからバーンズの韻律を見ていくと,スコットランド的

なものの中にイソグランド的なものが,イングランド的

なものの中にスコットランド的なものが,自在に,そし

て巧みに混り合って,独特の韻律を形作っているのに気

ずく｡

Tbe tbummart, willcat, brock, an'tod,

w■eel 丘end his voice thro'a'tbe wood,

He smell'd their ilka hole an'road.

Baitb out an'in;

Anナwell be lik▼d to shed their bluid

Anナsell their skin.



りThe Twa Herdsnの中のこのスタンザなどは,バ-

ソズの作る詩の醍醐味でもあろうが,手なれたバーソズ

聯の見事さはしばらおくとして,バーンズの味が渉じみ

出してくる大きな要素と思われる4つの行末脚韻に撞意

を向けてほしい｡ tod, wood,road, bluid,- Scotchと

Englisbが2つずつで,一見したところEnglish print

ではrIlymingしていないようにさえみえるのだが,こ

の素裸の大謄きから,バーンズ独特の土と泥の臭いが漂

ってくるのではないか｡

だが,無学な農夫の天衣無縫ともみえるこの種の

rhymingの中にも,意外に精微な配慮が払われている

のを見落すわけにはいかない｡ =Scotcb Drink"の

opening stan2;aに現われる行末脚韻を例にとると,

Let
other poets raise a fracs

`Bout vines and wines an'drucken Bacchus,

An'crabbet names an'stories wrack us,

An'grate our lug;

I sing the jllice Scotch bere can ma女 us

ln glass or jug.

rbymeが異常にどぎつく,意味の上でも圧倒的な重み

を持つfracasとmak tlSが始めと終りをしめくくり,

弱くて軽いBacchus と wrack usがその間にたぐし

込んである｡そして同様の例は"The Vision''の第二聯

にも見ることができる｡

Had l to guid advice but barket,

I might, by this, ヒae led a market,

Or strutted in a bank and clarket

My cash-account;

While here, half-mad, half-fed, half-sarket.

Is al tb'amount.

harket- halトsarketの重さと, market, clarketの

軽さを比較してみるならば,ここにバーンズの技巧の秘

密の-瑞をうかがうことは,十分に可能であるだろう｡

そのほか,バーンズがその詩作に当って好んで常用す

る幾種類かのト1)ヲクに関して, Hilton Brown が,

(1)障おり交えるAlexandrine, 〔2)coupletの中で休止

の役割りを果たすtriplet, (3)強勢的な繰り返えし-

,0
let me in this ae night, This ae, ae,ae, nigbt'と

か, `O wert thou, Love, butnear me!'But near,

near,nearme!のごとし,(4)日常に填われる地方的な言

葉を,生まのまま詩句の中に挿入すること, (5)地方的な

固有名詞を,主として音楽的に有効にちりばめること,

等を挙げているが,一度バーンズの詩に魅せられた読者

には,いらいち思い当るふしの多い指摘といえるのでは

ないか｡

バ-ソズのキルマ-ノック版は,たちまち600部を売

り尽くし,すぐに続いたエiyソバラ辰も,同じく1500部

をまたたく間に売り切ってしまったと伝えられるがこれ
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はたしかに｢田舎者の詩集としては驚くべき数字｣ (4)と

いわざるを得ないo ｢キ)L'マ-ノック版の20ポンドに比

して,エジンバラでの出版は総計500ポンドをバ-ソズ

にもたらした｣(5)ともいわれるが,これは,新風を待ら

望むエL7ソバラ文壇の,その末期的沈滞ぶりを暗示して

いるものセもあったろうか｡当時のエLyソバラは｢知的

中心地としてロンドンに匹敵する観を呈し｣ (6?ていT:o

その故にこそ,そこの文人や学者たちは, 10音節詩行の

行末切れ連句を正格と見なすポープ亜流の古典派的教義

の束薄から,一層身動きがとりがたかったことでもあろ

う｡ 8音節詩行,バラッド型式,歌謡の1)ズム,地方語

の効果,古代詩の再生 -
バーンズのprosodyが,

その詩集の最初の読者に与えたであろう強烈な印象と新

鮮な感動は,想像するに難くないo

エi7ソバラで必要ときれたものは,またロンドソにお

いて求められているものでもあった｡地方的なもの,古

きものへの憧れは,イギリス全土にみなぎる風潮でもあ

ったから,エLyソバラで巻き起っT:あのバ-ソズ熱とい

うものは,イングランドで見られたMacpbersonによ

る=Ossian"の流行や, Percyによる =Reliques of

Ancient English Poetry〃への熱狂と相通ずるものが

あったにちがいない｡豊富な詩型と多彩な韻律
- バ

ーンズのprosodyから打ち出される解放感,野性味,

生食カ--こそ,あとに続いたイギリス浪漫派運動の巨

大なうねりのために,大きな水路を用意したのである｡

§ 4 主 題

Hilon Brownは,メ-ソズの詩が成功するための二

つの条件として, ｢第一に,主題が胸の底から湧いてき

てそれから逃れられないものであること,第二に,主題が

身近で,精通したものでなければならないこと｣(7)を挙

げているが,バーンズの場合には,たしかに詩のテーマ

と詩人白身との間の密着の度合が強ければ強いほど,作

品のアブピ-ルする力が増すという結果をみせている,

たしかに｢バ-ソズの詩集を繰れば,あらゆるぺ-i7か

ら,バーンズ,メ-ソズ,メ-ソズが飛び出してくる｡

彼の作品は,ある意味で肉太の自筆文字にすぎない｣ (8)

といえるようだ｡つまりそれは,詩人個人の感情と情熱

を表白した拝情詩の世界ということに外ならない｡

｢いったん激情が燃え上ると,それは,詩となっては

け口を得るまでは,悪魔のようにいきり立つ｡しかし,

その詩を精読しているうちに,やがてそれは魔法にかか

ったように鎮まっていく｣(9)とは,詩人自身の言葉であ

るが,こういう笹類の詩人にあっては,作品の主題の中

にうかがわれる概念的思考や,観念的思惟は,その作品

にとって爽雑物としてしか作指せず,悟性的なものの入

り込む余地が見出せないほど,情意的なものの濃度が高

い場合にのみ,作品世界がその結昌皮を高めるというこ
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とになるのであろう,この意味においては,バーンズの

作品は, ｢詩は胸の底から生れて,胸の直に達するもの

だ｣(10)というワーズワースの定義にもっとよく適って

いることになるだろう｡

Gie me ae spark o'nature's fire,

Tbat's a'the
learning ∫ desire;

Tben tbo'I drudge tbro'dub and mire

At pleugb or cart,

My muse, though bamelyln attire,

May touch the heart.

"Epistle to J. Lapraik〃のスタンザは, ｢すべて良き

詩は,力強き感情の自発的流路なり｣ (ll)とするイギリ

ス浪漫派の宣言に,文学通り値結していることを示して

おり,そしてそれは,とりも直さず,ルソーの説く個性

の尊厳やカントの唱える情意の尊重に,遠く連らなって

いることをも意味していよう｡バーンズの詩の主題の面

における一時色の中にきえも,バーンズを生み出した広

大にして肥沃な土壌をうかがうことができるというもの

ではないかo

バーンズは,自己に密着した情意を歌うことに秀でた

詩人であったから,彼の優れた詩の中に現われる素材

は,スコヲi･ランドの農村を決して離れることがなかっ

たし,またそこに歌われる感情は,スコットランドの農

民たちのそれ以外であるはずもなかった｡それらは,花

咲く堤であり,村の居酒屋であり,田舎娘であり,国数

会の牧師であり,畑の小ねずみであり,そして野や山に

巣喰う妖怪どもであったoそしてそれらは,自然への讃

莫であり,野性への喜びであり,赤裸々な恋心であり,

偽善への憎しみであり,弱きもの-の愛情であり,そし

て素朴な神秘感であった｡

Ye flowery banks o'bonnie Doom,

How can ye blume sac fair?

How can ye chant, ye little birds,

And I sae ful ol care?

Tbou'11 break my heart, thou bonnie bird,

That sings upon the bough;

Tbou m血ds me o'the happy days,

wben my fause luve was true.

ここには,自然と人間のおのずからなる交感がある｡

遥かなる山河,四季の移り変り,小さな生きものたち,

これらはいつの時代にも人の心に郷愁を誘う｡そしてそ

れは,自然にたいする讃美と愛着の念,また驚嘆と神秘

の感情となって発現する｡

すでにして18世紀の中葉, J. Dyerがグロソガ-の

丘に立ってその眺望を歌い, ∫. Tbomsonが四季折々

の風物を詩に書いたとき,それは,18世紀における人間の

悟性への過信一都会生活と人工的なものへの余りな偏

重が,ようやくにして行きずまりをきたしたことを物語

った.この傾向が, ｢自然を師となした｣(1望)ワ-ズワ

ースや, ｢人間よりは自然を愛した｣(13)バイロンの地

点にまで到達するためには,まだかなりの時日を要した

けれども,バーンズの地位を,この大きな流れの中に見

定めることば,絶対に間違っていない｡

自然と人間との交感は,人間をしばしば自然にたいす

る神秘感へと導く.従って,バーンズの作品に登場して

くる悪魔たちを,人間と自然との間の素朴な交錯関係の

一つの現われとして捉えることも,あながち不自然では

ないだろう｡それにしても,バーンズの妖怪たちには愉

快ななやつがばかに多いoアロウェイの廃寺で,真夜中

に酒盛りをやっているところをタムに見られた化け物ど

もは,みんな傑作ぞろいだけれども,

Tbe piper loud and louder blew;

The dancers quick and quidこer flew;

They reel'd, they set, they cross'd,they cleekit,

Till ilka carlin swat and reekit,

And coost her duddies to the wark,

And linkit at it in her sark!

こんな愉快な化け物の登場してくる詩が,いったいある

だろうか｡

"Adress to the Deil''の中では,魔王がずいぶん突

飛ないたずらをするけれども,

Tbence mystic knots ma女 great abuse

On young guidmen, fond, keen, an'crouse;

When the best wark-1ume i'the house,

By cantrip wit,

Is instant made nO worth a louse,

Just at the bit.

人間の助平根性をむき出しにしたような,こんないたず

らをする魔王が出てくるからこそ,バーンズの詩は,下

品だといって批難きれたりすることにもなるのだろう.

スコットランドの自然は,メ-ソズにとっては,憧れ

の対象でもなければ,空想を馳る舞台でもなくて,自分

自身がその一部をなす,具体的現実そのものであった｡

だから,あれらの魔物たちが,バーンズにとって,ひな

菊や野ねずみや乙女たちと同様,スコットランドの自然

と一体になった,極めて親しみの深いものであったこと

も怪しむに足りない｡当時のスコットランドの農民T:ち

にとっては,古くから伝わるこれら魔性のものどもは,

依然として日常生活の一部をなしており,その地の詩や

歌謡には,すべてなじみ深いものばかりであったが,こ

んな妖怪どもののさばり歩く詩を読まきれたときの,都

会の文イヒ人たちの驚きは,どのくらいに強烈なものだっ

たのだろうか｡

合理主義と啓蒙思想に支配された18世紀のイギ7)ス思

想界にも,その底流として, B6.hmeやSwedenborg,

さらにはTaylorなどによって表明された神秘主義思想



の存在していたことを忘れるべきではないと思う｡これ

らの思想家の直接的な影響のもとにブレイクの詩が生れ

たが,きらにそれは, =-ル1)ッ･Jの"Christabel",

キ-ツの=LaBelle DameSansMerci〃となって開花

した. 19世紀初頭の浪漫主義者T:ちによって,バーンズ

の業蹟が讃美されたとき,その背景にこうした潮流の流

れてL,たことを記憶しておくべきではないだろうか.

Cambrige History of English Literatureのバ-ソ

ズ担当者は｢粗野な生活になじみ深い点で,バーンズは

誰にもひけをとらないo農民生活は完全に彼の領分であ

る,偶々まで知っているし,それは生きた現実である｣

(14)という.メ-ソズにとって,スコッlランドの自然

は, imaginativeに存在していたのではなくて,自分

を含めたrealityとしてそこに存在していたoだからバ

-ソズの白然にたいする愛着は,自然と人間との区別が

消滅して,自然を形作る個々の具体物の中に,おのれ自

身を見畠という形をとって発現することが多いo聾に掘

り返えされた一斉のひな菊にも,メ-ソズの自然愛は同

朋意識となってほとばしり,そこに,虐げられて苦しい

農民の生活感情が移入されるのである｡

cauld blew the bitter-biting north

upon thy early bumble birth;

Yet cheerfully thou glinted forth

Amid the storm,

Scarce rear'd above the parent-earth

Tby tender form･

Theflaunting flow'rs our gardens yield

High shelt'ring woods and wa's maun shield,

But thou, beneath the random bield

O'clod or stane,

Adorns the bistie stibble-field,

Unseen, alane.

一人の貧農の自然に寄せる同朋意識は,弱いもの,虐

げられるものへの止みかたい愛情となって発露し, ｢零

で巣ごとねずみを堀り起すとき｣(15)にも,

Ⅰナmtruly sorry manls dominion

Has broken nature's social union,

An'justifies that ill opinion

wbich makes thee startle

At me, thy poor earth-born companion,

An'fellow-mortall

となって, =Nature's social union"を破壊するもの

への悲しみと憤りに転化する｡バ-ソズのヒュ-マニズ

ムとか,社会悪-の憎しみとかは,このような,貧しい

農民の自然に寄せる愛情を母胎として存在し,観念のう

えの思想体系として存在しているのではない｡

りHoly Willies Prayer''という詩は,何度読んでも面

白い｡バーンズの詩に思想がないという批難は,止むを
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得ないにしても,あの調刺詩の面白さは,やはりバーン

ズのその限界性の故に生れてくるのではないか｡主人公

は,旧光派に属する実在の牧師である｡つまり,この詩

の主題の面における,偽善-の憎しみとか宗教の堕落と

かいう問題は倫理一般として存在しているのではなく

て,一人の隣人-の日ごろの立腹の惑清をもとにして存

在しているのである｡局限されたリアルな感情というも

のは,小児病蹄鉄陥を蔵することもあるかわりに,強く

人の心に訴えることもある｡ "Holy Willie's prayer''

に見られる生き生きとした調刺の面白さは,たしかにこ

こにある｡だから,バーンズの詩に現われる顕著な正義

感は,自然への讃美とか,赤裸々な恋心とか,飲酒の喜

びとかいうものと,さして遠いところにあるわけでは

ない.要するにこれは,スコットランドの寒村に生れた

一日然児の,その時その時に示す感情のバリュ-Vヨソ

にすぎないのである｡

そのようなわけで,バーンズの正義感の中に,何らか

の思想的統一を求めようと考えても,それは無理という

ものだろう,ウィ1)-上人が,天の神に向って,

O Thou, wha
in the Heavens dost dwell,

Wba, as it pleases best thysel',

Sends ane to heaven and ten to bell,

A'for thy glory,

And no for ony guid or山

Tbey've done afore tbee!

と祈るのを聞くとき,そこに,詩人自身のある体系を整

えた宗教思想-カルクィニズムにおける教義上の,あ

るいは,僧蔵にたいする宗教的倫理の上の問題を,直接に

提起したとしても,結局それは論理のつじつまを合わせ

る結果にしか終らないだろう｡この詩の中から抽出し得

るバ-ソズの倫理思想というものは,つまるところ下層

社会に属する農民たらならば,当時だれでも抱いたであ

ろう日常的道徳感の域を越えてはいないのである｡

同じ種栽のことは,メ-ソズの詩に見られる倫理感の

すべてについて云い得る｡だから,バーンズが清貧や誠

実を讃え,富裕や権勢を卑しめたからといって,それを

余り大げさに捉えるのは考えものというべきである｡

Is there, for honest poverty,

Tbat bangs his bead, and a'tbat?

The coward-slave,
we pass him by,

1Ⅳe dare be poor for a'tbat!

For a'that, and a'tbat,

Our toils obscure, and a'tbat;

Tbe rank is but the guinea stamp;

Tbe man's the gowd for a'that.

Wbat tbo'on 血amely fare we dine,

Wear bodden-gray, and a'tbat;

Gie fools their silks, and knaves their wine,
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A manls a man for a'tbat.

For a'tbat, and a'tbat,

Tbeir tinsel show, and a'that;

Tbe honest man, tbo'e'er sae poor,

Is King o'man for a'that.

これは,バーンズの倫理感の在り方を示すものとして,

すぐに引き合いに出される=For a'tbat and a'tbat''

の一節であるが,ここから作者の倫理的主褒だけを抽出

して,それを過大に評価したりするからこそ,バーンズ

個人の女性関係のふしだらが, ｢云い逃れようのない汚

点｣(16)などに見えることにもなるのだろう｡ `bonest

poverty'を説くことば,いつも変らぬ世の常識という

ものではないか｡

こういう観長からいえば,メ-ソズの中に, Scottish-

nationalismとフランス革命の思想とが,平然と同居し

ているのを見ても,別に不思議がることはあるまい｡

"Scots wba has"の中で,

By oppression's woes and pains!

By your sons in servile chains!

We will drain our dearest veins,

But they shall be free!

Lay the proud usurpers low!

Tyrants fall in every foe!

I.iberty's in every blow!

Let us do or die!

というような勇壮な詩句に出合ったとしても,それはイ

ングランドにたいするスコットランド民族主義とか,自

由と平等を標模する革命思想とかいうような,高遠な理

想を表明したものと考える必要はない｡ Wallace や

Bruceは,当時も依然としてスコッチランド農民の胸に

生きる伝説的英雄だっただけであり,また一方におい

て,権力への反感は,一握りの地主たちに痛めつけられ

ていた当時の農民たちの普遍的感情に外ならなかったの

であるから｡

従って,バーンズの作品に繰り返えし現われる,虐げ

られるものへの同情と共鳴,支配階級への不信と反感と

というテーマは,詩人個人の洞察と思惟が導いた,ある

体系的思想の表明などと考えるよりは, 18世紀末のイギ

リス下層民の素朴な日常感覚が,しばしばバーンズの詩

の主題になったと考えるべきであろう｡バーンズの詩に

うかがわれる正義感や倫理的態度は,たしかに｢人は生

れながら自由であり,そして到るところ拘束,=p受けてい

る｣(17)とするルソ-の思想に通じてはいる,しかしこ

の種の観念を一つの体系と化し,それを思想という形で

表明したものは,イ卓.)スではやはり,.)-･ハントで

あり,ウィ1)アムiゴlごウインであり,さらにその思想

体系を文学的に造型したものは, Vュt)-であり,バイ

ロンであっただろう｡バーソズは,れれらの思想を生み

出す母胎となった,当時の一般人の,オ1)L7ナルでプ1)

ミチプな心的態度を,スコットランド農民の日常生活と

いう,生ま生ましい現場の一点で,的確に捉えたという

ことになるわけであるo従って,バーンズの作品におけ

るヒューマニズムというようなものを考える場合には,

詩人個人の側から考察するよりは,詩人を含めた当時の

一般人の心的態度の側から,ないしは,そのような心的

態度を形成したところの, 18世紀イギリス社会全般の趨

勢の側から考察することが,一層必要ときれるであろ

う｡

§ 5 接 語

ところで,最初の章に示したごとく,この小論の主た

る関心は,文学上の一つの画期的業蹟と,それを生め出

した社会的土壊の間の,ある必然の因果関係を明らかに

することに向けられている｡バーンズの詩に見られる諸

特徴が, Scottish Revival運動の成熟に負うところ極
l

めて多く,またScottisbRevival運動の基本的性格が,

英蘇合同によるスコットランドの飛躍的発展という社会

史的契機と密接に関連していることについては,第二章

で触れT:o従ってここでは,第三.第四の章で招摘しT:

諸特徴を通じて,バーンズの詩が,当時のイギリスのみ

ならず,冒-ロブパ全土にわたる,ある普遍性を待った

心的態度を如何に具現しているか,及び,その心的態度

を醸成したところの社会史的土壌の実体が,いかなるも

のであっT:かを見ておきT:いと思う.

文学上の諸現象をも含めてた社会万般にわたる凡ゆる

変動の,その根抵的基因を,究極にまで突きつめていっ

たならば,それはやはり,生産諸力の絶えざる増大とい

う契機に到達せざるを得ないだろうoバ-ソズを生み出

した精神的風土というものは,当然のことながら, 18世

紀後半におけるイギリス社会の,その下部構造の変動に

よって,板抵を規定さているのである｡

バーンズは,借地料をしぼり上げていく｢悪差配｣(】8)

に苦しみぬいて, 22才のときに,しばらくの間アーグィ

ソの町の亜麻工場へ働きに出たことがあった｡農地が次

々とencloseきれ,少数の大きな土地資本家の所有に帰

していく一万で,アーダイソのような片田舎の町にまで

工業資本が進出して,農業労働者を工場に引っばってい

くという現象は, 18世紀が終りに近ずくに従って,イギ

1)ス全土にまたがって急速に激化した一般的風潮であっ

た｡トインビ-の｢英国産業革命史｣は, 18世紀後半の

約半世紀において,全英国の人口がほとんど2倍近くに

増加したこと,また,鉄と石炭の生産高が200倍を越

え,木綿,羊毛,穀物等の生産高が,それぞれ飛躍的に

増大したことを指摘しているが,これらの事実は,スチ

-ム･エソL7ソ(1764年) ,紡織磯(1764,
69, 85年)

溶鉱炉(1760年)
,排水ポソプ(1785年) ,蒸汽船(17
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,機関車(1814年)等の発明,運河や権概用水路

の開発,耕作法や農機具の改良等,生産技術の急連な向

上と相侯って,当時のイギリス社会の限抵を支える生産

諸カー労働九 労働対象,労働手段-が, ｢10年間

に過去100年以上の変化を成し遂げた｣ (19)ことを物語

っT:｡そして,この急激な生産力の上昇こそ,スコット

ラソFの片田舎にまで惨透して,バーンズを苦しめるこ

とになった経済構造の大規模な変動の究極的要因をなし

ていたわけである｡農業における共有地制から囲込み制

へ,工業における自給経済から資本経済-,畢毒それは

,前近代的商業資本主義から,近代的工業資本主義へ,
という経済概構上の大変動をもたらしたのであるo

経済概構の変動は,当然,社会的及び政治自勺諸制度の

変遷と呼応するo労働問題の発生(貧民救済のスピーナ

ムチンド法が1795年に制定され,労働者を抑圧する組合

禁止法が1799年に成立した)
,奴れい貿易の寮止(1772

年に奴れい禁止の大審院判決が下り, 1791年には禁止法

が上程された)
,文化

教育の渉透(1800年代の初め

に,イギ1)ネ国内の新聞発行部数は総計1200万部に達し

I:)
,宗教上の革新(1784年には,それまで事実上教会

のなかった土地に, 365のメソデスTr礼拝堂が建てられ

た)
,白治権の拡大(1772年のジュ-ニアス事件,

74年

のL7ヨソ･ウィルクス事件, 78年のジョ-L7･ゴ-ドン

事件等相ついで起った)
,選挙法の改正(ピットは,拷

南選挙区を削除する改正案を, 1795年に議会に提出し

た) -=･･これら一連の社会乾事件は,このころのイギ1)

ス社会に,資本家と労働者という新レい二つの階級的対

立が生じ,要するに,秩序と調和を保った古典的なアン

Vヤソ･レジ-ムの世界の崩壊に瀕したことを示した｡

それはプルiyヨアジ-の質的転換と呼んでも差しつかえ

ないだろう｡従来社会的勢力の中心をなし,政治的権力

の中枢に位置していた階級の力が衰へて,その下に位い

していた階級が,新らたにその地位への参加を要求して

きたのである｡ ｢食糧,衣簸,暖房の故除から,ほとん

どの場合惟博し,だらしなく,生気のないのがありあり

と分っT:｣(2O)父祖T=らにくらべて,ほとんど最下層の

貧農にさえ属するバーンズが,カ-コスワルドの測量学

枚に入学しT:り,仕事の暇を見ては,古今にわたる渇大

な書物を読破したりしたという事実は,下層階級に蓄積

されてきた巨大なエネルギーの一端をうかがわせるもの

ではないだろうか｡

そして,社会を培う階層の変質が,社会一般にわたる

精神的風ニヒ上の変質と呼応しないはずはない｡ではこう

した下部構造の変動が,その上部構造にたいして,どの

ように照応したかo一口に云えば,それは｢18世紀合理

主義の破産｣(2])ででもあろうか.たしかにヒュームの

懐疑主義は, 18世紀合理主義の渉浩たる破局を示したけ

れども,しかしそれは,ルソーの浪漫的非合理主義,千
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マス･ I)-ドの常識の哲学,カントの批判主義となって

打開の道を見出した｡思想界におけるこの動きは, ｢宇

宙は見事な秩序と調和をもって作られた棟械的組成を持

つ｣というポ-プの世界観から, ｢万物は絶えず生成発展

し,無限の可能性を包蔵する｣と考えるルソ-自然観

への変化のなかに,明確に表現きれているではない

か｡そして,思考形式の上に見られたrationalismか

らtranscendentalismへという動きが,宗教的に示顕

しては, deismからpantb･eismへ,芸術的には,

classicismからromanticism-という運動と化し,そ

れによって, 18世紀後半における意識構造全般にわたる

変動が完成されたのであろう｡ Arthur Compton-

Rickettは, ｢浪漫主義,フランス革命,カントと--

ゲル,アメリカの独立,これらは,一つの広汎な動き

が,いろいろに形を変えて現われT:徴慣にすぎない｣(22)

というが,まことに浪漫主義こそは,新しい社会の潅い

手ともいうべき新興階級の,若々しいエネルギ-の中に

根を下ろしT:,当時もっとも支配的であっT:心的態定

一時代精神といってもよい-の文学の上に姿を現わ

したものということかできるのである｡

浪漫主義文学の実体をなす喝質が何であったかという

問題について詳述しているいとまもないoそれは, ｢画

一と均斉を排し,自由と変化を求める｡知白坑
統一的で

はなくて,個性的,情熱的である｡人工的,都会的なも

のを嫌って,自然なもの,素朴なものを愛する｡因襲に

たいL)て革命的である｡ --･｣ (23)と考えておいて,一

応正しいだろう.プレイグの神秘思想,ワ-ズワ-スの

自然愛,コー)i,I)ッLyの中世異国趣味, vエ7)-の人道

主義,バイロンの革命的情熱,等々が何よりもそれを雄

常に物語っている｡ 18世紀の末葉,スコットランドの農

村に出現したバーソズが,その詩を書いたとき一地方

的言語を挿入し,古代の詩型を再生し,おのずからなる

感情を表白し,白然や妖怪を素材とし,権威を否定して

弱きものへの愛情を歌ったとき,それは極めて自然な,

しかも不可避的なMilieuによって取り巻かれていたこ

とが分るのである｡

L. Stepbenは, ｢自然ということは,文学が,現に

社会を形ずくりつつある最も活発な,有勢な思想の流を

具現する社会階級によって,生み出されねばならないこ

とを意味する,偉大な作家は,国民を背後に持たねばな

らない｡そして,彼が真実に考え又感じることを,又同

時代の人々が,最も深刻に考えることを表出せねばなら

ない｣(14)と書いている｡バーンズの詩に打ち出されてい

る技巧と主題の背後には,やはり,スコヲトラソドがあ

り,イギ1)スがあり,そしてヨ-ロブパがあるo いつま

でも忘れられることのない,一つの時代の生ま生ましい

記録がそこにある｡
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